
　令和6年度　中央区地域力向上事業（助成事業）　事後評価【西地域】

評価

達成度 活用度 貢献度
支援の
妥当性

費用対
効果

1
佐鳴湖を拠点とした

地域コミュニティの土台作り
Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ 135,000円 2回目

2
浜名湖から見る伊佐見と

浜名湖の生き物体験会事業
Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 174,000円 2回目

3 伊佐見たんぼアート Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ 284,000円 1回目

4
うみいろそらいろ

　浜松へちまプロジェクト
Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ 356,000円 1回目

5 こども若者「居場所づくり」事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 666,000円 1回目

6
地域の子どもたちと「庄内へちま×
和紙」を通した交流授業体験と広報

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 287,000円 1回目

合計 1,902,000円

1

2

3

4

5

A　高い

A　高い B　普通 C　低い

C　低い

A　高い B　普通 C　低い

A　高い

評価

C　低いB　普通

団体名

テントテントテン運営事務局

伊佐見地区コミュニティ協議会

伊佐見地区コミュニティ協議会

浜松へちま・ミライ

特定非営利活動法人
浜松NPOネットワークセンター

庄内半島ドリームプロジェクト
　「庄内へちま×和紙」

実行委員会

712,042円

1,332,587円

619,310円

4,013,634円

A　高い

採択回数

B　普通

総事業費

338,495円

442,811円

568,389円

№ 事業名
市執行額

（補助金額）

費用対効果

　　　地域力向上事業の評価基準について（別表２（第１０条関係））

項目№

事業目的の達成度

地域資源の活用度

地域への貢献度

財政支援の妥当性

B　普通 C　低い

1



＜　令和6年度　＞ （　中央区　西行政センター　）

（4）事業の目的

１　事業目的の達成度
　・来場者数は当初見込みの1,500人程度、出店店舗が65店舗であった。
２　地域資源の活用度
　・地域資源である佐鳴湖公園でイベントを実施することで、地域住民が佐鳴湖の魅力を再認識できた。
　・佐鳴湖周辺の店舗や自治会、PTAなどの地域団体と協力しイベントを実施することができた。
３　地域への貢献度
　・地域住民が来場し、コミュニケーションを取る機会の提供ができた。
　・マルシェの前後の時期に合計３回佐鳴湖周辺の清掃活動を実施し、地域の環境美化に貢献することができた。
４　財政支援の妥当性
　・マルシェの開催により、様々な人たちが関われるよう土台作りができた。
５　費用対効果
　・事業実施により約1,500人の来場があり、地域住民が知らなかった地域の魅力である名店を知る
　　機会を提供できた。
　・マルシェだけでなく、地域の拠点となりえる新しい活動に広がりを見せるなどの波及効果があった。

佐鳴湖を土台とした地域コミュニティの土台作り

５月から３月

佐鳴台公園

１　（５月25日、11月17日、３月29日）
　　佐鳴湖マルシェ実施、佐鳴湖でのアウトドアヨガ
　・洋菓子店、コーヒー店、雑貨店など各回10から30店舗が出店。
　・物販のほか、こども向けのアクセサリー作りワークショップを開催。
　・５月のマルシェイベントに合わせ、ヨガイベントを開催。
２　（５月26日、11月18日、３月２日）佐鳴湖清掃・整備活動の実施
　・マルシェの前後に、佐鳴湖公園の清掃活動を実施。

高い

（8）評　価

【イベントの概要】

イベント名

実施場所

（1）事業名

B

（3）実施団体名 テントテントテン運営事務局

（6）総事業費

（5）事業の成果
（内容）

実施時期

佐鳴湖を拠点とした
地域コミュニティの土台作り

（2）採択回数
2回目

(補助率40%以内)

内容

低い

高い 普通 低い

普通 低い

338,495円 （7）補助金額 135,000円

項　目
ランク

A

普通

C

　１　事業目的の達成度

低い

低い

　２　地域資源の活用度 高い 普通

普通

　３　地域への貢献度

（9）意見等

１　地域コミュニティ形成の促進
　・各世代が参加可能なイベントの定期的な開催により子育て世代や高齢者の孤立防止
２　佐鳴湖の自然を次世代に継承
　・地域の方に佐鳴湖の素晴らしさを体感してもらい、自然環境を守ろうという機運の醸成
３　こども達に体験を通した学びの場を提供
　・こどもたちとともにイベントを運営し、周囲とのかかわり方や役割の見つけ方を学ぶ機会の提供

№ 1助成事業

　４　財政支援の妥当性 高い

　５　費用対効果 高い
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第１１号様式（第１０条関係） 

収支決算書 

 

１ 収入の部                              単位：円 

区分 決算額 予算額 
比較 経費内訳 

(単価・数量) 増 △減 

補助金 135,000 円 152,000 円 0 △17,000 円 

地域力向上事業(市

民提案による住み

よい地域づくり事

業費補助金) 

出店料 189,500 円 157,500 円 32,000 円 0  

自己資金 13,995 円 70,500 円 0 △56,505 円  

計 338,495 円 380,000 円 32,000 円 △73,505 円  

 

２ 支出の部 

                              単位：円 

区分 決算額 予算額 
比較 経費内訳 

(単価・数量) 増 △減 

需
用
費 

消耗品費 64,161 円 72,000 円 0 △7,839 円 

イベント準備用文

房具等 55,380 円 

イベント記念品

8,781 円 

印刷製本費 112,209 円 90,000 円 22,209 円 0 

チラシ制作 

30,000 円×3回 

チラシ印刷 

22,209 円 

役
務
費 

保険料 8,260 円 28,000 円 0 △19,740 円 
保険料マルシェ 

2 回分 

広告料 10,000 円 30,000 円 0 △20,000 円 
ポスティング

10,000 円×1回 

通信運搬費 40,000 円 40,000 円 0 0 
HP 運用費 

40,000 円/年 

使用料及び賃借料 103,865 円 120,000 円 0 △16,135 円 

佐鳴湖公園使用料

7,865 円 

倉庫賃料 

8,000 円×12 か月 

計 338,495 円 380,000 円 22,209 円 △63,714 円 
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　西行政センター　）

１　事業目的の達成度
　・多くの地域住民や小学生に対し地元や浜名湖を見直す機会を提供できた。
２　地域資源の活用度
　・地域住民が、地域資源である浜名湖の魅力を再認識することができた。
　・各種地域団体の協力を得て実施することができた。
３　地域への貢献度
　・地域住民に対し、地域資源である浜名湖の重要性を再認識してもらうことで、郷土愛を育むきっかけを提供できた。
４　財政支援の妥当性
　・地域コミュニティの強化・発展を図るため、継続事業として定着するためのきっかけづくりを担っている。
５　費用対効果
　・地域住民に対し、浜名湖を普段と異なる視点で見る貴重な体験機会を提供できた。
　・補助終了後も同様の活動が可能となるよう、地域と協議を進めているなど地域活動のスタートアップに
　　貢献している。

生き物体験会

7月19日(金)

伊佐見地区及び浜名湖

１　船上学習
　・伊佐見小学校３年生及び自治会関係者合計１２３人が遊覧船に
　　分乗し、古人見町のマリーナから出港し、伊佐見沖、村櫛水路、
　　今切口を通って新居弁天に向かう。
　・村櫛沖の浅瀬で一度下船し、水中にて湖の観察体験、浜名湖に
　　生息する多種多様な生物の捕獲・観察及びアマモ養殖場を見学。
２　浜名湖の生物に関する研修
　・浜名湖体験学習施設ウォットにて、浜名湖周辺の水生生物の観察及び
　　ウォット職員から浜名湖の生態系や環境に関する講話を受講。
３　路線バス乗車体験
　・児童のうち20数人が、帰りに実際に営業運転を行っている路線バス
　　に乗車し路線バスの乗り方、運賃の払い方などを学んだ。

助成事業 №

（3）実施団体名 伊佐見地区コミュニティ協議会

（2）採択回数
2回目

(補助率40%以内)

2

（4）事業の目的

１　小学生及び伊佐見地区自治会役員に地元再発見の機会の提供
２　浜名湖について学習し、環境保全の意識の向上
３　中止になった伊佐地川の代替イベントの提供
４　小学生に、廃止の対象となっている遠鉄バス伊佐見線への認識の向上

（1）事業名
浜名湖から見る伊佐見と

浜名湖の生き物体験会事業

内容

※参加児童に学んだことをテーマに絵を描いてもらい、計92点が提出。
　特に優秀な10点について、11月3日の協働センターまつり開会式で表彰し、２日間展示。

（8）評　価

項　目
ランク

A B

（5）事業の成果
（内容）

【イベントの概要】

イベント名

　２　地域資源の活用度 高い 普通 低い

（6）総事業費 442,811円 （7）補助金額 174,000円

　５　費用対効果

実施時期

実施場所

普通 低い

C

　１　事業目的の達成度 高い 普通 低い

高い

　３　地域への貢献度 高い 普通 低い

（9）意見等

　４　財政支援の妥当性 高い 普通 低い
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 4

第１１号様式（第１０条関係） 

収支決算書 

 

１ 収入の部                              単位：円 

区分 決算額 予算額 
比較 経費内訳 

(単価・数量) 増 △減 

補助金 174,000 178,000 0 △4,000 

地域力向上事業(市民

提案による住みよい

地域づくり事業費補

助金)※436,811 円の

40％以内 

自己負担 268,811 267,000 1,811 0  

計 442,811 445,000 1,811 △4,000  

 

２ 支出の部                              単位：円 

区分 決算額 予算額 
比較 経費内訳 

(単価・数量) 増 △減 

消耗品 22,691 29,000 0 △6,309 
インク代 13,005 

賞品 9,686 

食糧費 5,520 0 5,520 0 飲料 5,520 

その他 

保険代 
21,000 21,000 0 0 

傷害保険（共栄火

災海上保険） 

手数料 1,760 2,000 0 △240 
振込手数料 

880×2 

使用料及

び賃貸料 

391,840 

(385,840) 
393,000 0 △1,160 

遊覧船 3 艘 

250,000 

貸切バス 2 車 

132,800 

ウォット入場料 

2,240 

駐車料金 800 

バス運賃 6,000※ 

計 
442,811 

(436,811) 
445,000 5,520 △7,709  

※使用料及び賃借料の「バス運賃」は、領収書がないため助成対象費には含めない。 
※括弧内数字は助成対象費。 
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　西行政センター　）

１　事業目的の達成度
　・田んぼアートにより、ナウマンゾウの歴史や地域で培われた稲作の伝統を再認識する機会提供ができた。
　・地域住民による田植えなどのイベントを実施し、住民間の交流を促進できた。
２　地域資源の活用度
　・伊佐見地区で出土されたナウマンゾウを田植えアートにて活用した。
　・田んぼアート作成時に地元の設計士や建築士の協力を得て実施し、維持管理を地域住民のボランティアにより
    実施できた。
３　地域への貢献度
　・伊佐見地区から出土されたナウマンゾウの歴史について、地域住民が再認識するきっかけを提供することができた。
　・田植えなどのイベントにより地域住民に交流の機会を提供することができた。
４　財政支援の妥当性
　・より多くの住民を巻き込んだイベントを実施し、地域コミュニティを強化する機会の提供ができた。
５　費用対効果
　・伊佐見協働センターまつりを活用することにより、多くの地域住民に周知することができた。
　・マスコミ等を活用し、中日新聞で取り上げられる等、より多くの地域住民に周知することができた。

田んぼアート鑑賞機会の提供

６月から１１月

伊佐見協働センター南隣の田んぼ

１　（６月９日）田植え
　・地域の小学生ら約200人の田植えボランティア(一般募集)による
　　田植え。
　・ナウマンゾウの絵を浮かび上がらせるために、２種類の稲を使い分け。
　※稲の生育途中は、稲作の専門家がボランティアで管理。
２　（８月末）田んぼアート鑑賞機会の提供
　・田んぼアート用の見学用の足場を設置し、田んぼアート提供機会を
　　提供地域住民をはじめ多くの方が伊佐見協働センターに来場。
３　（11月２日、３日）餅つき体験　※伊佐見協働センターまつり内で実施
　・（11月２日）収穫したもち米を使い餅つき大会を開催。
　　→児童約60人が餅つきを体験し、250食の餅が来場者に振舞われた。
　・（11月３日）収穫したもち米で作った餅を使って餅投げ

助成事業 №

（3）実施団体名 伊佐見地区コミュニティ協議会

（2）採択回数
1回目

(補助率50％以内)

3

（4）事業の目的

１　地元の歴史や魅力の再認識
　・ナウマンゾウの歴史や伊佐見地区で培われた稲作の伝統を再認識してもらう機会の提供
２　地域住民の交流、親睦の増進
　・地域住民が一丸となって参加できるイベントを実施することで、住民同士の交流の促進
　・特に災害時に必要となる、住民同士の「共助」の土台の構築

（1）事業名 伊佐見たんぼアート

内容

※刈り取り後の田んぼについて、このままでは寂しいとの多くの意見もあり、地元幼稚園児・
　小学生によるレンゲの種まき体験にて活用。

（8）評　価

項　目
ランク

A B

（5）事業の成果
（内容）

【イベントの概要】

イベント名

　２　地域資源の活用度 高い 普通 低い

（6）総事業費 568,389円 （7）補助金額 284,000円

　５　費用対効果

実施時期

実施場所

普通 低い

C

　１　事業目的の達成度 高い 普通 低い

高い

　３　地域への貢献度 高い 普通 低い

（9）意見等

　４　財政支援の妥当性 高い 普通 低い
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 4

第１１号様式（第１０条関係） 

収支決算書 

 

１ 収入の部                              単位：円 

区分 決算額 予算額 
比較 経費内訳 

(単価・数量) 増 △減 

補助金 284,000 287,000  △3,000 
地域力向上事業(市民提

案による住みよい地域づ

くり事業費補助金) 

自己資金 284,389 288,000  △3,611  

計 568,389 575,000  △6,611  

 

２ 支出の部                              単位：円 

区分 決算額 予算額 
比較 経費内訳 

(単価・数量) 増 △減 

報償費 149,791 150,000  △209 

代かき謝礼 20,000 

稲刈り謝礼 15,000 

乾燥籾掬謝礼 9,791 

技術指導謝礼 105,000 

消耗品 84,757 104,000  △19,243 

餅つき関連 13,189 円 

田んぼ関連 44,150 円 

肥料 24,360 円 

農薬 3,058 円 

食糧費 17,024 0 17,024  お茶代 17,024 円 

印刷製本費 61,912 62,000  △88 
幟印刷 49,335 円 

チラシ印刷 12,577 円 

通信費 0 3,000  △3,000  

その他保険 68,800 69,000  △200 傷害保険料 

委託料 125,125 125,000 125  見学用足場設置費 

使用料・ 

賃借料 
28,000 28,000   

田んぼ借用 20,000 円 

田植え機借用 8,000 円 

原材料費 32,980 34,000  △1,020 
もち米苗 24,000 

れんげ草種 8,980 

計 568,389 575,000 17,149 △23,760  
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　西行政センター　）

１　事業目的の達成度
　・へちまイベント参加者について、参加目標人数（30団体、つくり隊100人、つかい隊300人）に対し、
　　72団体、つくり隊172人、つかい隊330人が事業に参加することができた。
　・イベント等により、へちまブランドの復活に向け浜松市のへちまを知るきっかけを提供することができた。
２　地域資源の活用度
　・へちま棚の設置作業などを地域住民と協働して実施することができた。
　・地元のへちま産業を築き上げた織田利三郎の歴史を活用できた。
　・地元のへちま栽培に有効な人的資源、日本有数の日照時間を誇る温暖な環境を活用できた。
３　地域への貢献度
　・地域住民に対し、へちまが浜松の主要産業であるというあまり知られていない歴史を周知することができた。
　・地域の若者と高齢者が一緒にへちま栽培を楽しむなど、世代間交流のきっかけを提供できた。
　・過去の地域産業であるへちまの復活に向けて認知を拡大することができた。
４　財政支援の妥当性
　・参加者がへちまの栽培、活用により環境問題への意識改革を進めるきっかけづくりとなった。
５　費用対効果
　・各種メディアに10回以上取り上げられることで、広告費をかけずに広く周知することができた。

へちま栽培、加工体験等

４月から11月

OMソーラー社屋など

１　（４月21日）キックオフイベント
　・プロジェクトの説明、浜松とへちまの歴史に関する講義
　・へちまの育て方の解説及びへちまの種まき
２　（８月25日、９月８日）へちま加工体験
　・収穫のタイミングの説明
　・へちまをスポンジにするまでの工程のデモンストレーション
３　（11月24日）へちまシェア会
　・参加者同士の感想の共有、参加者同士のへちまスポンジ交換
　・へちまの栽培や利用協力者に、へちま感謝状の贈呈

実施場所

内容

実施時期

B

（2）採択回数
1回目

(補助率50％以内)

助成事業 № 4

（3）実施団体名

（4）事業の目的

（5）事業の成果
（内容）

（1）事業名
うみいろそらいろ

　浜松へちまプロジェクト

C

浜松へちま・ミライ

１　へちまのポテンシャルの高さの認知拡大
　・環境によいへちまを食器洗いスポンジ等への活用
　・グリーンカーテンによるエネルギー低減
　・容易に栽培可能
２　浜松の西地域からへちまブランドとして復活させる
　・明治33年のパリ万博、37年のアメリカ万博などで展示し世界一の品質と認められたへちまの復活

【イベントの概要】

イベント名

普通 低い

高い 普通 低い

（6）総事業費 712,042円 （7）補助金額 356,000円

（8）評　価

項　目
ランク

A

　５　費用対効果

　１　事業目的の達成度

　２　地域資源の活用度 高い

普通 低い　３　地域への貢献度 高い

（9）意見等

　４　財政支援の妥当性 高い 普通 低い

普通 低い高い
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 3

第１１号様式（第１０条関係） 

収支決算書 

 

１ 収入の部                              単位：円 

区分 決算額 予算額 
比較 経費内訳 

(単価・数量) 増 △減 

補助金 356,000 356,000 0 0 
地域力向上事業(市民提案によ

る住みよい地域づくり事業費

補助金) 

自己資金 356,042 357,770 0 △1,728  

計 712,042 713,770 0 △1,728  

 

２ 支出の部                              単位：円 

区分 決算額 予算額 
比較 経費内訳 

(単価・数量) 増 △減 

報償費 50,000 50,000 0 0 
へちま栽培動画出演謝礼 

10000 円×5回 

賃金 176,786 177,120 0 △334 

アルバイト代 179 時間分 

・問い合わせ 13 時間 

・web 更新 43 時間 

・ブログ動画更新 50 時間 

・メルマガ 16 時間 

・梱包送付 12 時間 

・イベント準備 45 時間 

＠984 円×166 時間 

＠1,034 円×13 時間 

消耗品 37,855 38,000 0 △145 

・園芸土 14,251 円 

・園芸用品 4,134 円 

・事務用品 9,470 円 

・種 10,000 円 

印刷 

製本費 
199,451 200,000 0 △549 

・のぼり 90,703 円 

・チラシ 7,680 円 

・手引き 76,870 円 

・名刺カード 6,200 円 

・ポスター8,510 円 

・感謝状 6,328 円 

・コンビニコピー3,160 円 

郵便料 16,474 16,650 0 △176 

@63 円×2通、@84 円×1通、 

@94 円×1通、@120 円×78 通、 

@140 円×3通、@210 円×28 通、 

@510 円×1通 
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 4

委託料 130,000 130,000 0 0 
・へちま棚作成 50,000 円 

・動画編集 80,000 円 

使用料及び

賃借料 
101,476 102,000 0 △524 

・イベント出展費 1,500 円 

・動画編集ソフト 21,320 円 

・デザインソフト 51,860 円 

・写真素材使用料 26,796 円 

計 712,042 713,770 0 △1,728 
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　西行政センター　）

高い

高い 普通 低い

低い

低い

　３　地域への貢献度

高い 普通

普通 低い

（3）実施団体名

普通

（4）事業の目的

（6）総事業費 1,332,587円

　２　地域資源の活用度

項　目
ランク

【イベントの概要】

イベント名

（2）採択回数
1回目

(補助率50％以内)

5

　１　事業目的の達成度

BA C

（7）補助金額 666,000円

　４　財政支援の妥当性 普通高い

低い

高い

１　多様な困難を抱える「こども若者」の居場所づくりを支援
２　西地域在住の中学生・高校生達の声をきき、自尊感情を高め、地域社会への関心につなげること
３　地域づくりの担い手になるこども若者の育ちを支援

実施場所

助成事業 №

こども若者「居場所づくり」事業

実施時期

（1）事業名

 特定非営利活動法人浜松NPOネットワークセンター

１　事業目的の達成度
　・事業を通じて複合的な困難を抱え、生きづらさを感じている「こども若者」の声をきき、居場所づくりを支援することが
　  できた。
　・調査や円卓会議を通し、「こども若者」たちの声を安心して届けられる居場所や大人の存在を伝えることで、
　　またこういった場に参加したいという声や地域にある施設（資源）について意識させることができた。
２　地域資源の活用度
　・地域の外国人支援員やスクールソーシャルワーカーなどからの協力を得ることができた。
３　地域への貢献度
　・生きづらさを抱える地域の「こども若者」が社会とのつながりを持つ最初の一歩とすることができた。
　・円卓会議の開催などにより、将来地域づくりの担い手となる「こども若者」の居場所を考えるきっかけづくりができた。
４　財政支援の妥当性
　・地域住民である「こども若者」のサポートのために、専門的な知識を持つ方と連携することができた。
　・地域住民に対し、社会課題を考える機会を提供できた。
５　費用対効果
　・複雑な背景を持つ「こども若者」に対し、手厚いサポートをすることができた。

訪問型得意支援、調査活動、円卓会議

７月から３月

入野協働センター、佐鳴台協働センター、支援児童の自宅など

１　（随時）訪問型得意支援
　　1人の「こども若者」に1人の講師が寄り添う【個別型・訪問型】の支援を
実施。
　・実施回数：合計191回（230.5時間）
　・対象者：12人（小３人、中６人、高３人）
　・その他：得意支援の講師の質をあげるため、講師会を実施
２　（随時）調査活動「こども若者の声をきくヒアリング調査」「居場所調査」
　・高校生、市民団体及び施設等に居場所についてのヒアリング
３　（１月26日）こども若者の声をきいて「居場所」を考えるみんなの
　　円卓会議
　・「大人の都合、こどもの都合」「どんな居場所があったらいいと思う？」
　　をテーマに開催
　・参加者：51人※「こども若者７人」、保護者等21人、市議会議員８人等

（5）事業の成果
（内容）

（8）評　価

内容

（9）意見等

　５　費用対効果
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＜　令和6年度　＞ （　中央区　西行政センター　）

１　事業目的の達成度
　・こどもたちがへちまの新たな活用方法を提案する機会を提供することができた。
　・地域住民約60人にへちま和紙作りを体験してもらい、庄内地区の魅力を再検討する機会を提供できた
２　地域資源の活用度
　・庄内学園やオイスカ高校という地域の教育機関の協力を得ながら事業を実施した。
３　地域への貢献度
　・イベント参加者に対し、地域の魅力を再確認する機会を提供できた。
　・イベントの中で庄内地区の魅力を発信することができた。
４　財政支援の妥当性
　・和紙作り体験等により、新たなブランド創出に向けた検討の機会を提供できた。
５　費用対効果
　・地元のラジオで事業広報を行うなどにより、少ないコストで多くの方に周知ができる工夫がみられる。
　・事業の性質上、参加人数が限られる。

へちま和紙作り体験及びプロジェクト委員会

１月から２月

オイスカ高校、庄内学園、庄内協働センター、鹿島神宮等

１　こども・学生を対象としたへちま和紙作り体験
　浜松とへちまの歴史、地域の魅力向上に関する授業及びへちまを混ぜた
和紙作りの体験。
　・（１月29日）オイスカ高校１年生15人、教員６人
　・（２月５日）庄内学園５年生45人、６年生62人、教員６人
２　地域住民を対象としたへちま和紙作り体験
　・（令和７年１月26日）地域住民30人参加
　・（２月８日）地域住民15人参加
　・（２月23日）地域住民17人参加
３　プロジェクト委員会の開催
　　へちま和紙作り体験に興味を持った５～６年生の生徒25人により、
　２月18日、20日、25日の昼休みにへちま和紙の新たな使い方など
　の検討。

（5）事業の成果
（内容）

（8）評　価

内容

１　地域のこどもたちと、庄内の魅力を体験イベントを通して一緒に考えること
２　「庄内へちま」を復活させ、こどもたちと一緒に「庄内へちま」の新しい使い方を考えること
３　地域プロモーターとこどもたちの交流を通し、こどもたちが伝える力を養うこと
４　「庄内へちま×和紙」ブランディングを通し、地域を活性化させること
５　地域住民に庄内地区の価値を伝えること

実施場所

助成事業 №

地域の子どもたちと「庄内へちま×和紙」を通した交流授業体験と
広報

実施時期

（1）事業名

  庄内半島ドリームプロジェクト　「庄内へちま×和紙」実行委員会

（7）補助金額 287,000円

　４　財政支援の妥当性

（2）採択回数
1回目

(補助率50％以内)

6

　１　事業目的の達成度

普通

B

（3）実施団体名

普通

（4）事業の目的

（6）総事業費 619,310円

　２　地域資源の活用度

項　目
ランク

【イベントの概要】

イベント名

（9）意見等

A

　５　費用対効果 高い 普通 低い

低い

低い

　３　地域への貢献度

高い 普通

C

普通 低い

高い

低い

高い

高い
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